
11
月
26
日
の
回
答
を
受
け
、

席
上
本
部
は
厳
し
く
抗
議
し
、

直
ち
に
再
回
答
を
求
め
る
申
し

入
れ
（
国
労
闘
申
3
号
）
を
行

う
と
と
も
に
本
部
闘
争
指
示
13

号
を
発
し
全
国
の
職
場
か
ら
抗

議
行
動
の
展
開
を
指
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
各
貨
物
分
会

は
貨
物
本
社
及
び
支
社
に
抗
議

文
と
再
回
答
を
求
め
る
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
送
付
。
ま
た
国
労
宮
城
県
支

部
も
同
様
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
を
行
っ

た
。地

方
本
部
は
指
示
第
10
号
に

よ
り
貨
物
分
会
の
あ
る
3
支
部

と
仙
総
支
部
を
対
象
に
「
年
末

手
当
基
準
内
賃
金
『
１
・
1
ヶ

月
分
』
＋
『
0
・
2
ヶ
月
分
』

に
抗
議
す
る
緊
急
抗
議
集
会
の

開
催
等
」
を
指
示
し
た
。

11
月
28
日
、
郡
山
工
場
支
部

で
は
昼
休
み
に
31
人
の
結
集
で

抗
議
集
会
を
開
催
し
、
決
意
表

明
に
立
っ
た
貨
物
分
会
千
葉
委

員
長
は
、
「
昨
年
は
4
億
円
の

黒
字
を
計
上
し
、
今
年
度
の
中

間
決
算
で
2
億
円
の
黒
字
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
黒
字
に
な
っ

た
ら
社
員
に
還
元
す
る
と
し
て

き
た
会
社
自
ら
の
約
束
も
守
ら

な
い
や
り
方
は
許
せ
な
い
。
貨

物
会
社
の
悪
し
き
状
況
を
変
え

る
た
め
に
も
客
貨
一
体
で
闘
っ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
力

強
く
訴
え
た
。

同
日
夕
方
の
福
島
県
集
会
は
、

郡
連
協
事
務
所
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
30
人
の
仲
間
が
抗
議
集

会
に
参
加
し
た
。

集
会
で
は
貨
物
福
島
分
会
熊

田
委
員
長
が
情
勢
報
告
と
決
意

表
明
を
述
べ
、
各
分
会
代
表
ら

が
連
帯
の
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

ま
た
29
日
の
宮
城
県
集
会
に

は
宮
城
県
支
部
と
仙
総
支
部
の

仲
間
約
50
人
が
結
集
し
、
大
越

議
長
の
情
勢
報
告
後
、
宮
城
県

支
部
秋
山
委
員
長
、
仙
総
支
部

高
橋
書
記
長
、
貨
物
宮
城
分
会

内
田
委
員
長
が
決
意
表
明
を
し
、

集
会
宣
言
を
採
択
後
に
地
本
原

子
書
記
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

客
貨
一
体
で
闘
う
こ
と
を
確
認

し
た
。

貨
物
年
末
手
当
闘
争
に
お
い

て
は
国
労
東
北
協
議
会
（
佐
藤

議
長
・
貨
物
東
北
大
越
議
長
・

仙
台
地
本
原
子
書
記
長
）
が
11

月
22
日
午
後
、
早
期
回
答
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
貨
物
東
北
支

社
に
対
し
行
い
、
さ
ら
に
12
月

3
日
午
後
、
再
回
答
を
求
め
る

申
し
入
れ
を
行
な
っ
た
も
の
の
、

本
部
は
12
月
5
日
妥
結
に
至
っ

た
。

05
年
10
月
15
日
に
設
置
・
開

催
さ
れ
た
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
委
員
会
は
、
12
月
14
日
の
会

議
で
50
回
の
開
催
を
迎
え
た
。

委
員
会
で
都
度
言
わ
れ
る
言

葉
だ
が
、
ま
さ
に
「
息
の
長
い

取
組
み
」
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
大
会
以
降
、
各
支
部
で

機
関
整
備
が
図
ら
れ
て
お
り
、

対
策
委
員
に
一
部
変
更
が
あ
っ

た
た
め
周
知
す
る
。

ま
た
50
回
の
対
策
委
員
会
で

確
認
さ
れ
た
事
項
や
議
論
の
内

容
を
一
部
掲
載
す
る
。

今
日
ま
で
の
取
組

▼
協
力
会
社
等
に
在
籍
す
る
組

合
員
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
の

受
診
案
内
や
結
果
報
告
が
届
い

て
お
ら
ず
、
支
社
へ
質
し
て
い

る
が
、
回
答
は
ま
だ
な
い
。

▼
結
果
報
告
は
J
テ
ッ
ク
や
Ｔ

Ｓ
Ｓ
は
JR
に
届
く
よ
う
で
あ
り
、

そ
こ
で
詰
ま
っ
て
い
る
模
様
。

▼
通
常
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と

ア
ス
ベ
ス
ト
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
の
違
い
は
画
素
数
。
ア
ス
ベ

ス
ト
は
画
素
数
が
多
い
。

今
後
の
取
組
み

①
現
場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
出
て

き
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
会
社
に
作
成
さ
せ
る
。

②
特
殊
健
康
診
断
を
受
診
し
、

「
特
殊
健
康
診
断
結
果
報
告
」

を
地
本
へ
集
中
す
る
。

③
職
場
で
疑
い
が
あ
る
人
、
国

鉄
OB
・
JR-

OB
の
相
談
に
乗
る
。

④
JR-

AP
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
家
族
へ

の
健
診
を
要
求
し
て
い
く
。

⑤
「
健
康
管
理
手
帳
取
得
」

「
労
災
申
請
」
の
仕
方
を
学
習

し
、
即
応
体
制
に
備
え
る
。

⑥
退
職
す
る
組
合
員
に
、
引
き

続
き
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
診
断
を

受
診
し
て
も
ら
う
よ
う
、
健
康

管
理
手
帳
の
取
得
を
要
請
す
る
。

⑦
大
震
災
を
経
験
し
て
の
職
場

の
問
題
等
を
集
約
し
会
社
と
の

交
渉
に
備
え
る
。
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12
・
14

第

回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

交
運
共
済
東
北
支
所
加
盟
団
体
代
表
者
会
議

12
・
17

第
3
回
地
方
執
行
委
員
会
・
第
1
回
闘
争
委
員
会

12
・
18

第
38
回
仙
台
地
方
運
輸
協
議
会
定
期
委
員
会

12
・
21

安
プ
ロ
・
各
支
部
業
務
部
長
合
同
会
議

12
・
24

団
交
（
14
年
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
支
社
提
案
）

12
・
25

団
交
（
申
31
号
・
偽
装
請
負
に
関
す
る
申
入
れ
）

11
月
26
日
、
JR
貨
物
会
社
は
、
13
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い

で
、
基
準
内
賃
金
の
1
・
3
ヶ
月
分
（
12
月
10
日
支
払
い
）
と

い
う
、
超
低
額
回
答
を
示
し
た
。
社
員
家
族
の
切
実
な
声
、
願

い
に
背
を
向
け
踏
み
に
じ
る
回
答
に
対
し
、
組
合
は
席
上
強
く

抗
議
し
、
各
級
機
関
に
対
し
抗
議
行
動
を
指
示
。
地
本
内
に
お

い
て
も
各
地
で
抗
議
行
動
等
を
展
開
し
た
。

 
し
か
し
貨
物
会
社
の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
組
合
は
極
め
て
不

満
の
残
る
回
答
で
あ
る
が
、
越
年
資
金
を
は
じ
め
と
し
た
組
合

員
の
生
活
を
考
慮
し
、
12
月
5
日
妥
結
し
た
。

Ｎo . 2667
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12
月
8
日
、
磐
越
東
線
小
野
新

町
駅
構
内
に
お
い
て
７
４
８
Ｄ

車
両
の
入
換
作
業
時
に
、
乗
務

員
が
同
駅
構
内
鬼
石
踏
切
の
警

報
て
こ
操
作
を
失
念
し
た
と
思

わ
れ
る
事
象
が
発
生
し
た
。

信
通
社
員
の
Ｖ
Ａ
Ｍ
解
析
等

に
よ
れ
ば
Ｏ
Ｘ
Ｒ
リ
レ
ー
が
動

作
し
、
無
遮
断
で
の
作
業
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
仙
台
支
社
は
重
大
な

事
故
と
判
断
し
、
現
在
乗
務
員

へ
の
聞
き
取
り
調
査
と
現
場
検

証
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
詳
細

は
調
査
中
。

組
合
は
、
個
人
へ
の
責
任
追

求
で
は
な
く
、
原
因
の
究
明
と

対
策
（
人
間
の
注
意
力
に
依
存

し
た
設
備
は
問
題
で
あ
り
、
改

良
が
必
要
）
が
必
要
だ
と
の
立

場
か
ら
支
社
と
折
衝
を
し
て
い

る
。10

月
15
日
、
東
北
本
線
塩
釜

SP
で
発
生
し
た
感
電
事
故
及
び

10
月
22
日
、
磐
越
西
線
翁
島
・

更
科
信
号
場
間
で
発
生
し
た
死

亡
事
故
に
つ
い
て
、
地
方
本
部

は
安
プ
ロ
会
議
に
お
い
て
、
関

係
職
能
協
議
会
と
協
議
・
調
整

し
た
結
果
、
支
社
に
申
入
れ
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

13
年
3
月
2
日
に
発
生
し
た
、

奥
羽
線
脱
線
事
故
で
は
原
因
が

確
定
し
て
い
な
い
（
吹
き
溜
ま

り
＝
推
定
）
に
も
関
わ
ら
ず
、

東
日
本
会
社
は
秋
田
・
山
形
新

幹
線
乗
り
入
れ
区
間
の
み
の
対

策
を
11
月
15
日
に
提
示
（
現
場

に
掲
示
）
さ
れ
た
が
不
明
点
が

多
い
。
ま
た
ビ
ッ
ク
ロ
モ
が
故

障
し
た
際
、
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に

よ
る
救
援
を
行
う
が
、
ビ
ッ
ク

ロ
モ
の
重
量
と
牽
引
車
両
の
能

力
に
つ
い
て
も
不
明
点
が
多
々

有
り
、
電
力
の
感
電
事
故
と
土

木
死
亡
事
故
、
ま
た
列
車
脱
線

事
故
対
策
の
問
題
点
と
合
わ
せ

て
地
本
は
支
社
に
申
入
れ
を
行

う
方
針
。

12
月
19
日
16
時
39
分
頃
、
郡

山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
車
体
中
心
ピ
ン
（
車
体
と

台
車
を
つ
な
ぐ
重
要
な
パ
ー
ツ
）

が
完
全
に
台
車
に
挿
入
さ
れ
な

い
状
態
で
６
０
０
ｍ
移
動
し
た

た
め
、
左
右
動
ダ
ン
パ
ー
と
い

う
部
品
が
破
損
す
る
と
い
う
事

象
が
発
生
し
た
。

関
係
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
車

両
は
通
常
の
車
両
で
は
な
く
、

Ｓ
Ｌ
銀
河
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
用
列

車
で
あ
り
、
1
月
中
旬
ま
で
仕

上
げ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
急

ぎ
で
作
業
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
車
体
の
抜
き
乗
せ
作
業

は
09
年
、
国
労
が
反
対
し
て
い

た
が
外
注
化
が
さ
れ
た
業
務
で

あ
り
、
作
業
要
員
も
直
轄
時
よ

り
3
割
減
に
さ
れ
る
な
ど
、
安

全
と
品
質
低
下
を
招
く
と
し
て
、

交
渉
の
度
に
要
員
確
保
を
要
求

し
て
い
た
。
地
方
本
部
は
こ
の

事
象
に
つ
い
て
支
社
と
折
衝
し
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
緊
急
申

入
れ
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

国
労
東
日
本
業
務
連
絡
報

（
12
月
20
日
第
１
１
１
２
号
）

に
よ
れ
ば
、
12
月
16
日
、
JR
東

日
本
ユ
ニ
オ
ン
と
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
労
組
が
、
組
織
統
一
大
会
を

開
催
し
、
新
労
組
「
JR
東
日
本

労
働
組
合
」
を
旗
揚
げ
し
た
と

あ
る
。

※
以
下
概
略

JR
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
、
旧

鉄
産
労
と
鉄
労
、
国
労
内
の
一

部
が
離
合
集
散
の
上
に
ま
と
ま
っ

た
組
織
。
ま
た
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

労
組
は
JR
東
労
組
（
東
日
本
旅

客
鉄
労
労
働
組
合
）
の
正
常
化

を
求
め
、
JR
東
労
組
か
ら
分
裂

し
た
組
織
。

こ
の
二
つ
の
組
合
の
統
合
は
、

「
民
主
化
闘
争
」
で
一
貫
し
て

「
JR
東
労
組
は
革
マ
ル
」
と
言
っ

て
き
た
JR
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
の

ス
タ
ン
ス
か
ら
す
れ
ば
「
水
と

油
」
で
、
な
ぜ
合
併
な
の
か
誰

も
が
不
思
議
に
思
う
。

結
成
大
会
で
準
備
委
員
長

（
渡
辺
求
氏
・
秋
田
）
が
「
JR

東
日
本
に
お
け
る
JR
東
労
組
偏

重
の
労
使
関
係
を
正
し
…
」
と

挨
拶
し
て
い
る
が
、
「
敵
の
敵

は
味
方
」
で
し
か
一
致
で
き
ず
、

組
合
員
不
在
の
組
織
統
一
と
言
っ

て
も
過
言
で
な
い
。
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地方本部は来春闘に向けた取組みについて、今年も

春闘事務局会議を立ち上げ、既に第一回事務局会議を

開催しました。今後の事務局会議は、第二回が1月23

日（木）18時40分、第三回が2月9日（日）13時からに

なっています。

なお、第一回の会議で確認された事項では、春闘時

の大衆行動として、国労東北総決起集会（2014年3月7

日【金】仙台市民会館：決定）と国労仙台総行動が実

施されていますが、今回は3月8日に福島県で「原発い

らない集会」が開催されるため、分散しない配慮とし

て3月７日の行動に集中することになりました。

3月７日の行動は、10時から国労仙台総行動、12時か

ら国労東北総決起集会になります。

仙台総行動の内容等については第二回の事務局会議

で検討・決定する予定です。

退
職
の
お
知
ら
せ

11
月
30
日
付

草
野

白
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
船
引
駅
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

○
２
０
１
４
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会

1
月
5
日
（
日
）

10
時
30
分
～
15
時

仙
台
市

ア
エ
ル

情
報
産
業
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

○
地
本
組
織
対
策
会
議

1
月
18
日
（
土
）
13
時
～
19
日
（
日
）
11
時
30
分

仙
台
市

ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

 
国
労
せ
ん
だ
い
２
６
６
４
号

2
面
で
和
歌
山
地
区
本
部
と
あ

る
は
近
畿
車
掌
協
議
会
で
す
。

  
ま
た
文
中
で
は
津
波
に
よ
る

被
害
者
は
JR
で
は
な
か
っ
た
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仙
石

線
陸
前
小
野
・
野
蒜
間
で
被
災

し
た
車
両
の
乗
客
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。
訂
正
し
お
詫
び

し
ま
す
。

12
月
20
日
、
地
方
本
部
は
第
38
回
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
（
安
プ
ロ
会
議
）
と
第
29
回
各
支
部
業
務
部
長
合
同
会

議
を
開
催
。
会
議
で
の
議
論
内
容
や
地
方
本
部
の
今
後
の
方

針
な
ど
を
報
告
す
る

◆
一
般
異
動

11
月
18
日
付

山
際

淳
さ
ん

白
石
蔵
王
駅
→
福
島
駅

佐
藤
幸
男
さ
ん

福
島
駅
→
二
本
松
駅

12
月
1
日
付

須
佐
正
恒
さ
ん

郡
山
駅
→
会
津
若
松
駅

日
向
孝
治
さ
ん

仙
建
郡
山
→

仙
建
仙
台
新
幹
線

穂
積
和
男
さ
ん

仙
台
信
通
技
セ
→

山
形
信
号
メ
セ

堀
切

彰
さ
ん

郡
山
電
力
技
セ
→

福
島
電
力
メ
セ

長
沢
勝
利
さ
ん

仙
建
郡
山
→

仙
建
会
津
若
松

木
藤
昭
弘
さ
ん

福
島
駅
→
米
沢
駅
（
冬
期
）

12
月
10
日
付

安
保
功
彦
さ
ん

バ
ス
東
北
盛
岡
支
店
→

福
島
支
店

▼
今
年
も
怒
り
に
満
ち
た
一

年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い

る
。
福
島
第
一
原
発
に
関
わ

る
東
電
の
底
な
し
の
嘘
。
指

導
ど
こ
ろ
か
血
税
を
つ
ぎ
込

み
手
厚
く
保
護
し
、
国
外
に

原
発
を
売
り
込
む
安
倍
政
権

▼
自
民
党
本
部
の
恫
喝
に
屈

し
、
普
天
間
基
地
県
外
移
設

の
公
約
を
破
り
捨
て
た
沖
縄

の
自
民
党
国
会
議
員
▼
庶
民

を
苦
し
め
る
消
費

増
税
の
決
定
と
、

闇
の
中
で
行
わ
れ

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
。
極
め
付
き
は

特
定
秘
密
保
護
法

案
の
強
行
採
決
・

成
立
だ
▼
一
方
で

鉄
道
会
社
に
目
を

向
け
れ
ば
、
JR
北
海
道
で
の

相
次
い
だ
車
両
故
障
や
火
災
、

ま
た
レ
ー
ル
異
常
の
放
置
と

検
査
デ
ー
タ
の
改
竄
・
証
拠

隠
し
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ

た
▼
そ
し
て
貨
物
会
社
の
構

造
矛
盾
に
端
を
発
す
る
期
末

手
当
の
超
低
額
回
答
と
旅
客

会
社
と
の
格
差
拡
大
▼
思
い

起
こ
せ
ば
自
分
が
就
職
し
た

83
年
は
第
二
臨
調
・
行
革
路

線
が
当
時
の
中
曽
根
政
権
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
が
30
余
年
を
経
た
今
、
現

れ
て
い
る
▼
独
占
資
本
は
巨

大
で
あ
り
、
擁
護
す
る
自
公

政
権
は
衆
参
と
も
に
過
半
数

を
占
め
、
国
会
で
の
主
導
権

を
手
中
に
し
て
い
る
。
と
て

も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
あ

き
ら
め
や
焦
燥
の
念
に
駆
ら

れ
る
の
も
仕
方
な
い
▼
だ
が

敵
も
盤
石
で
は

な
い
。
む
し
ろ

矛
盾
と
綻
び
は

拡
大
し
続
け
て

い
る
。
そ
し
て

相
手
を
崩
し
打

ち
倒
す
の
は
、

私
た
ち
国
民
一

人
ひ
と
り
な
の

で
あ
る
▼
ま
ず
は
縮
小
し
続

け
て
い
る
護
憲
勢
力
の
再
生

と
拡
大
を
何
と
し
て
も
実
現

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
▼
困

難
な
課
題
で
は
あ
る
が
、

「
や
り
が
い
の
あ
る
課
題
」

と
前
向
き
に
捉
え
た
い
▼
今

年
一
年
間
の
怒
り
を
「
忘
年
」

せ
ず
に
、
全
組
合
員
が
一
歩

前
に
踏
み
出
す
「
望
年
」
に

し
た
い
。


